
品
孵
剛臨
馴剛
押
「本共産　
　
国
政
を
動
を

一物
畔
数
疎
“稀種集本爾
も積極的　
　
命
硼
一
硼
）
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あ き る 野 民 報

党市議団の頑張りで市民の願い実現ヘ
際
立
つ
自
井
市
長
の
反
共
発
言
の
異
常
さ

先
の
６
月
定
例
市
議
会
で
、
土

地
開
発
公
社
を
め
ぐ
る
日
本
共
産

党
市
議
団
の
質
問
に
対
し
、
市
長

は
答
弁
席
に
立
た
ず
自
席
で
ャ
ジ

を
飛
ば
す
場
面
が
多
々
あ
り
ま
し

た
。
９
月
議
会
で
は
、
「非
核
平
和

都
市
宣
言
」
を
求
め
た
質
問
に
対

し
、

「
平
和
問
題
は
イ
デ
オ

ロ

ギ
ー
が
絡
ん
で
く
る
、
共
産
党
の

言
っ
て
い
る
こ
と
は
政
治
の
に
お

い
が
す
る
」
。
秋
川
３
丁
目
の
温

浴
施
設
に
対
し
、
住
民
か
ら
反
対

の
声
が
あ
が
っ
て
い
る
こ
と
を
取

り
上
げ
た
質
問
に

「住
民
を
一扇
動

し
て
や
る
の
は
い
か
が
な
も
の

か
」
な
ど
、
共
産
党
市
議
団
を
敵

視
す
る
発
言
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

す
べ

て
の
小

・
中
学
校
耐
震

化
実

現

の
見

瓶

し
が

日
本
共
産
党
市
議
団
は
、
遅
れ

て
い
る
学
校
の
耐
震
化
を

一
刻
も

早
く
す
す
め
る
よ
う
、
こ
れ
ま
で

毎
年
の
予
算
要
求
、
意
見
書
提

出
、　
一
般
質
問
で
人
回
も
と
り
あ

げ
要
請
し
て
き
ま
し
た
。

９
月
議
会
で
市
長
は
、
国
や
東

京
都
の
補
助
金
の
確
保
で
、
平
成

２
３
年
度
ま
で
に
す
べ
て
の
校

舎

・
体
育
館
の
耐
震
工
事
を
完
了

す
る
こ
と
を
表
明
し
ま
し
た
。

今
回
、
東
京
都
が
独
自
の
財
政
支

援
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
に

よ
り
市
長
も
決
断
し
た
も
の
で

す
。
耐
震
化
の
方
向
に

一
定
の
前

進
が
見
ら
れ
よ
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。
乳
幼
児

医
療
費

無
料

化

の
所

得
制

限

の
撤

廃

子
育
て
支
援
策
の

一
つ
と
し
て

子
ど
も
医
療
費
の
無
料
化
が
進
ん

で
い
ま
す
。
あ
き
る
野
市
で
は
、
就

学
前
ま
で
無
料
で
す
が
所
得
制
限

が
あ
り
ま
す
。
多
摩
地
域
で
所
得

制
限
が
あ
る
の
は
あ
き
る
野
市
だ

け
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
市
議
団
は
、
合
併

以
来
四
回
の
条
例
案
、
東
京
都

ヘ

の
意
見
書
な
ど
独
自
に
提
出
し
て

き
ま
し
た
。
ま
た
、
各
会
派
代
表

宅

へ
訪
問
し
、
働
き
か
け
を
お
こ

な
い
所
得
制
限
撤
廃
を
求
め
て
き

ま
し
た
。

本
年
６
月
議
会
で
も
条
例
案
の

提
出
を
し
ま
し
た
が
、
市
長
よ
り

９
月
の
補
正
で
所
得
制
限
撤
廃
が

表
明
さ
れ
た
た
め
条
例
を
取
り
下

げ
ま
し
た
。
９
月
議
会
で
市
よ
り

所
得
制
限
撒
廃
の
条
例
が
提
出
さ

れ
全
会

一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し

た
。
都
区
内
で
は
中
学
３
年
ま
で

無
料
で
す
。
引
き
続
き
、
中
学
３

年
ま
で
の
医
療
費
無
料
化
の
早
期

実
施
を
求
め
て
頑
張
り
ま
す
。

珈口
l�

爆麟』j綴

劇
場
の
露
曲
講
じ
は
も
０
蝕
め
ぬ
　
機
間

Ｎ
＝
К
ｎ
ｏ
ハ
あ
曲
念
の
盤
憾
鰯
　
翻
闘

綺
っ
て
薇
わ
た
織
熙
攣
で
圏
づ
く
り
　
松
爾
塘

曲
圏
蠅
人
糟
な
い
れ
ま
た
辞
総
　
　
　
松
爾
鏑

牛
と
い
う
動
物
に
直
接
関
係
し
て
で
き
た
地
名
と
、
牛
の
字
が

付
い
た
地
名
で
も
異
な
つ
た
意
味
を
持

っ
て
い
る
地
名
と
二
つ
あ
り

ま
す
。　
一
九
七
九
年

（昭
五
四
）
の
著
作

「地
名
の
由
来
」
に

「ア

サ

（浅
ご

の
同
根
の
語
意
と
し
て

「オ
ソ

（遅
）
・
ウ
ス

（薄
）
・
ウ

シ

（牛
と

を
挙
げ
て
い
ま
す
。
従

っ
て

「ウ
シ

（牛
ご

は

「ア
サ

（浅
ご

で
あ
り
、
「
ヌ
マ
」
の
話
意
を
そ
の
ま
ま
沼
と
解
釈
す
る
と
、

牛
沼
は

「浅
い
沼
」
の
あ
る
土
地
と
な
り
ま
す
。

現
在
の
牛
沼
に
は
、
秋
川
を
挟
ん
だ
両
岸
に
沼
地
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
古
代
、
秋
川
の
岸
辺
に
は
沼
や
沢
が
い
く
つ
も
あ
り
、
牛
沼
と

呼
ば
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

「新
編
武
蔵
風
上
記
稿
」
に
は
次
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
ま
す
。

（木
崎
省
略
）
「牛
沼
村
は
多
摩
郡
の
中
程
に
あ
り
秋
留
郷
に
属
す
。

総
て
平
ら
な
土
地
で
あ
る
。
秋
川
に
面
し
て
い
る
の
で
時
に
は
洪
水

の
心
配
が
あ
る
。
上
の
性
質
は
真
土
で
陸
田
が
多
く
、
水
田
は
少
な

い
。
東
北
は
油
平
村
に
隣
接
し
、
西
は
代
継
村
で
あ
る
。
南
は
秋
川

を
越
え
戸
吹
村
を
境
と
し
、

面
積
は
お
お
よ
そ
四
方
が
五

〇
〇
Ｘ
六
〇
〇
米
で
あ
る
。

民
家
は
三
六
軒
、
農
業
と
機

織
の
他
は
何
も
な
い
。
日
本

橋
ま
で
四
人
キ
ロ
、　
Ｉ
ハ
人

九
年

（貞
亮
五
）
に
設
楽
甚

左
衛
門
が
検
地
し
て
、
貢
税

を
定
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
」

（続
く
）

草
花
　
木
崎
秀
治

∫

秋川 (秋留人道橋 )
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2008年 9月 28日

ぶごう権食べて臓家でのrOびり

あきる野南部日本共産党後援会

事務局長 平沢源司
秋晴れのさわやかな 9月 12日 。南部後援
会では総勢 29名 で親睦バスの旅に出掛けま
した。山梨県の三森ぶどう園→ほったらか tノ

の湯→恵林寺のコースでのんびりと楽 1/んで

まいりました。帰りのバスでは、影山市識の

クイズに頭をひねりながら、英気を養い、来

る総選挙への結束を固めてまいりました。

絵
手
紙
／
金
井
真
奈
美
さ
ん
‥
瀬
戸
岡
在
住

カ
ナ
カ
ナ
ン
ク
ベ
に
哺
さ
ぬ
月
か
，
書
こ

舞
及
で
武
争
籍
あ
２
毅
坤

や
す
こ

り
つ
げ
る
か
，
か
，
メ
ン
ル
リ
ｔ
ぼ
り
｛か
い
る
）

坤
熟
汎
Ｌ
鋤
り
の
列
の
十

宝
ぶ

几
ら
基
り
ぬ
几
琳
ゆ
ら
リ
ヒ
合
立
か
，

ι

蔽
ι

初
秋
や
す
ざ
成
た
ら
に
夕
の
湖
⌒つ
‡

輛
妻
に
Ц
う
が
ら
手
や
哺
の
謄
り

つた
　

　

幕
島

‘
斗
の
留
守
春
颯
の
ス
の
人
い
グ
さ
一耕
へ
）

戒
ｏ
唯
霧
の
小
キ
の
囁
け
る

界
凛


